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警 視 庁 速 度 管 理 指 針 
 

１ 指針策定の目的 

  東京都内における交通事故は、近年減少傾向にあるものの、依然として痛ましい交通

事故が発生し、少なからぬ命が犠牲となっている1。 

  交通事故の減少及び被害軽減には、速度規制や取締り等による適切な速度管理の必要

性についても指摘されている2ところであり、本指針は、こうした速度管理の意義や、都

内における速度管理に関する基本的考え方を広く都民と共有することで、交通安全意識

の向上を図り、もって交通事故の更なる減少を期するものである。 

 

２ 速度管理の必要性 

(1)  自動車等の走行速度と交通事故の関係 

都内における過去 3 年3合計の交通事故データから、次のとおり、適切に規制速度を

設定する必要性が認められる。 

   ア 危険認知速度4と致死率(全死傷者に占める死者の割合) 

    都内における交通事故を危険認知速度別に致死率で見ると、危険認知速度が  

高いほど致死率が高くなることが分かる。（資料編 1） 

  イ 規制速度と交通事故の発生状況及び規制速度の被害軽減効果 

   規制速度を超過した交通事故5は、全事故数の 2.9％を占めるに過ぎないが、これ

を死亡事故のみで見ると、その割合は 25.9％となる。（資料編 2） 

また、規制速度を超過した交通事故件数に占める死亡事故件数の割合は、規制速

度を超過しない交通事故件数に占める死亡事故件数の割合の 11.9 倍となり（資料編

3）、規制速度の遵守が交通事故の発生及び被害軽減に大きな効果があることが分か

る。 

 

 

 

                                                   
1 令和元年中の都内における交通事故発生件数、交通事故死者数、負傷者数は、それぞれ

30,467 件、133 人、34,777 人となっている。 
2 「交通事故抑止に資する取締り・速度規制等の在り方に関する提言」（平成 25 年 12 月 

26 日、交通事故抑止に資する取締り・速度規制等の在り方に関する懇談会（警察庁）） 
3 平成 29 年から令和元年 
4 交通事故の第１当事者が原付以上の車両であって、その運転者が相手方車両、人等を認め、 
危険を認知した時点の走行速度をいう。具体的には、ブレーキ、ハンドル操作等の事故 
回避行動をとる直前の速度をいう。 
なお、運転者が危険を認知せず事故に至った場合は、事故直前の速度としている。 

5 危険認知速度が交通事故発生地点の規制速度を上回った場合における、当該交通事故を 
いう。 
なお、規制速度が設定されていない道路における交通事故については、危険認知速度が
法定速度を上回った場合における当該交通事故とする。 
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(2)  交通指導取締りと交通死亡事故の関係 

昭和 55 年から令和元年までの、都内における交通事故死者数と交通違反取締件数の

推移（資料編 4）を見ると、取締りが交通死亡事故抑止に一定の効果を有することがう

かがえる。 

 

３ 道路･地域等の特性に応じた速度管理 

  速度規制や取締り等による総合的な速度管理をより効果的に実施するためには、道路

や地域の特性に応じた速度管理の目標を設定し、これに沿った施策を講じていくことが

必要となる。このため、都内の道路を次のとおり大きく 3 つの道路等に分類し、それぞ

れに具体的な取組等を設定することとする。 

なお、いずれの分類にも属さない道路等については、その道路特性などを踏まえた適

切な速度管理に努める。 

(1)  生活道路6及びその周辺地域 

 ア 特徴 

・ 生活道路は、歩道が整備されておらず、歩行者、自転車、自動車等が混在して

通行するケースが多い。このため、歩行者と自動車、自転車と自動車の事故が多

く発生している7。 

・ 高齢者が被害に遭う事故（死亡・重傷事故）が高い割合を占めており、発生 

時間帯としては、昼間帯に多く発生する傾向がある8。 

   ・ 子供と高校生の交通死亡事故は、生活道路で発生する割合が高く、時間帯とし

ては、子供は夕方、高校生は朝に多く発生する傾向がある9。 

・ 交通事故発生現場周辺の住民による事故が発生しているが、周辺住民ではない

者が運転する車両による事故、いわゆる通過交通による事故も多く発生している10。 

    

 

                                                   
6 明確な定義はないが、市街地に住む人々が地域内の移動又は幹線道路・準幹線道路に出る

までに利用する、幅員の狭い道路を指すことが多い。 

 なお、幹線道路とは、主要な地点を結ぶ、道路網の骨格を形成する道路をいい、準幹線

道路とは、幹線道路に準ずる道路をいう。本指針では、国道、主要地方道、一般都道及び

港湾道を指している。 
7 生活道路における交通事故件数のうち、自動車（第１当事者）と歩行者（第２当事者）の 

交通事故の割合は 16.7％、自動車（第１当事者）と自転車（第２当事者）の交通事故の割

合は 32.3％（資料編 5） 
8 生活道路における高齢者の交通事故死者・重傷者の占める割合は 40.5％となっている。

時間帯では 10 時～12 時の割合が最も高く、次いで 12 時～14 時、14 時～16 時となって

いる。（資料編 6、7）  
9 年齢層別・道路別に見ると、子供の交通事故死傷者のうち生活道路の占める割合は 32.9％、

高校生は 28.8％となっている。時間帯では、子供は 16 時～18 時、高校生は 8 時～10 時

の割合が最も高い。（資料編 8、9）  
10 生活道路内における交通事故のうち通過交通によるものの割合は、51.5％（資料編 10） 
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イ 速度管理に関する基本的考え方 

     アを踏まえ、子供、高校生及び高齢者の歩行者、自転車利用者等の交通事故防止

を図るため、ドライバー、住民等に分かりやすい面的な低速度規制（｢ゾーン30｣11等）

や、通過交通を排除するための交通規制等を実施するとともに、規制の実効性を確

保するため、パトロールの強化や可搬式自動取締装置12による速度取締り等を実施す

る。 

ウ 具体的な取組 

(ｱ) 面的な低速度規制の実施及び通過交通の排除 

・  交通事故の発生状況、歩行者･車両の通行実態等を勘案した低速度規制を実施

するとともに、「ゾーン 30」の整備に当たっては、住民要望等を踏まえ、分かり

やすい標識・標示等を設置するなどにより、守られやすい交通規制の実施に努

める。 

・ 幹線道路･準幹線道路（以下「幹線道路等」という｡）の交通渋滞を避けるた

め、通過交通が生活道路に集中することで子供の通学や人の往来に危険を及ぼ

している箇所においては、通行禁止、一方通行等効果的な交通規制を実施する

とともに、道路管理者と連携し、ハンプ13、狭さく14等の整備に努める。 

(ｲ) 取締り及び街頭活動 

・ 通学路及び歩行者や自転車利用者等が当事者の交通事故発生路線又は発生が

懸念される路線において、通行禁止違反、速度超過などの取締りを積極的に実

施する。 

また、道路の状況等により、取締りが物理的に困難な場所においては、パト 

ロールや駐留警戒等による指導警告を強化する。 

・  住宅街、商業地域等の交通事故多発地域においては、取締りと併せて、  

白バイやパトカーの赤色灯点灯による監視活動やパトロール等の街頭活動を強

化する。 

(ｳ)  交通安全教育、広報啓発等 

・ 流入車両の迂
う

回や速度の抑制等について、安全運転管理者15や交通関係事業者   

を通じて働き掛けるとともに、看板等の設置などにより、分かりやすい広報啓

発に努める。 

 

                                                   
11 幹線道路・準幹線道路によって区画された生活道路が集積する市街地内の地域において、
最高速度 30 キロ毎時の区域規制や路側帯の設置・拡幅等を始めとする交通安全対策を実
施する区域 

12 設置場所の変更が可能であり、車両の走行速度を測定し写真撮影をして速度取締りをす

る装置 
13 車の走行速度を適度に抑制することを目的として設けられた路面の凸部分をいう。 
14 自動車の通行部分の幅を物理的に狭くし、又は視覚的にそのように見せることにより、
運転者に減速を促す道路構造物をいう。 

15 一定規模以上の事業所ごとに安全運転管理を確保するため設置が義務付けられている責
任者 
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・ 夜間・薄暮時における交通安全対策として、歩行者や自転車利用者に対し、 

反射材の活用などを呼び掛けるとともに、車両の運転者に対しては、視認しづ

らい歩行者や自転車への注意喚起を促す広報啓発活動を推進する。 

   エ 具体的地域･路線等 

     上記考え方に基づいた取組を行う地域・路線等として、既に実施している、千代

田区九段北 1 丁目地区のほか 363 箇所に加え、令和２年度に整備した、中央区日本

橋人形町１丁目地区のほか 29箇所を「ゾーン 30」として、面的な交通安全対策を実

施するとともに、今後、地域住民の要望等も踏まえながら、優先的に住居地域、小

学校周辺などの低速度規制を推進する。 

(2) 幹線道路等 

  ア 特徴 

国道 1 号を始めとする幹線道路等は、歩道の整備が進んでおり、かつ、複数車線

が確保されているが、通勤時間帯を中心に渋滞が発生するほか、速度超過に起因す

る交通事故が多く発生する傾向がある16。 

また、生活道路と比較すると、規制速度を超過した交通事故の死亡事故率が高く

なっている17。 

   イ 速度管理に関する基本的考え方 

     アを踏まえ、交通の安全（事故防止）と円滑（渋滞の防止）を図るためには、交

通量や道路構造等を勘案の上、適切な最高速度規制を設定するとともに、規制の実

効性を確保するため、定置式18等による速度取締りを実施するほか、沿道住民に配意

した振動･騒音対策等を実施し、交通事故の防止及び被害軽減並びに基幹道路として

の利便性向上に努める。 

   ウ 具体的な取組 

(ｱ)  メリハリのある速度規制等の実施 

     ・  交通事故の発生状況、騒音等の交通公害の状況、道路構造等を勘案しつつ、

実勢速度と規制速度の乖離の大きい路線について、優先的に最高速度規制の  

見直しをするなど、メリハリのある速度規制を推進する。併せて、交通事故発

生のおそれがある危険箇所への案内板設置や交通情報板を活用するなどして、

運転者に規制速度の趣旨や速度抑制を促す情報を分かりやすく伝え、規制速度

の遵守を促す。 

・ 夜間の車両が閑散となる時間帯における高速度での走行の抑止及び走行速度

の平準化を図るため、交通規制速度と実勢通行速度を踏まえた信号調整を実施

する。 

                                                   
16 約８割（206 路線中 157 路線）の幹線道路等で規制速度を超過した交通事故が発生して

いる。（資料編 11） 
17 幹線道路等の規制速度を超過した交通事故の死亡事故率は、規制速度を超過しない交通

事故の死亡事故率の 10.5 倍と、生活道路の 7.1 倍に比べ高い。（資料編 12、13） 
18 車両の走行速度を測定する装置を道路に設置して、速度取締りを実施する手法 
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(ｲ)  取締り及び街頭活動 

自動速度取締装置19の管理及び運用を推進するともに、交通事故多発路線等にお

ける定置式速度取締り、白バイ、交通パトカーなどによる指導取締り、警戒活動

等を実施する。 

(ｳ)  広報啓発及び事業者等への働き掛け 

幹線道路等における交通事故の特徴や注意点などについてドライバー等に対す

る広報啓発を図るほか、交通関係事業者、安全運転管理者選任事業者等に対する

規制速度を遵守した走行の働き掛けなどにより、実勢速度の低減を図る。 

  エ 具体的路線 

    上記考え方に基づいた取組を行う路線として、当面、別表 1 のとおり、国道 1 号

のほか 156 路線（令和２年中の事故統計を受け、新たに７路線を追加）において、

規制速度の遵守に向けた取組を推進することとする。 

また、交通情勢等に応じて、これら以外の路線においても上記取組を実施する。 

(3) 高速自動車国道及び自動車専用道路20 

  ア  特徴 

高速自動車国道及び自動車専用道路（以下「高速道路等」という｡）の特徴として、  

昼間帯は慢性的に渋滞する路線が多い一方、渋滞解消時や交通量が減少する夜間帯

は、規制速度等を超過して走行する車両が多い。 

特に首都高速道路においては、合流部分やカーブが多いことなどから、規制速度

を超過した交通事故の死亡事故率が、生活道路や幹線道路等より高くなっている21。 

   イ 速度管理に関する基本的考え方 

道路構造に基づく設計速度22等を基準としつつ、区間全体として斉一性のとれた 

規制速度を設定するとともに、交通規制の実効性を担保するため、自動速度取締装

置等による速度取締りを実施する。 

また、高速道路等での走行ルールに関する運転者の理解を促進するための取組を

推進し、その遵守を図ることにより、交通事故の防止及び被害軽減並びに高速道路

等の円滑な交通の確保に努める。 

   

                                                   
19 道路に常設された、車両の走行速度を測定し写真撮影をして速度取締りをする装置 
20 高速自動車国道とは、自動車の高速交通の用に供する道路で、全国的な自動車交通網の 
枢要部分を構成し、かつ、政治・経済・文化上特に重要な地域を連絡するもの、その他、
国の利害に特に重大な関係を有する道路をいう。（高速自動車国道法） 

  自動車専用道路とは、交通が著しく輻輳（ふくそう）して道路における車両の能率的な
運行に支障があると認められる市街地及びその周辺の地域において、交通の円滑を図るた
め、自動車のみの一般交通の用に供する道路をいう。（道路法）ここでは道路運送法に規
定する自動車道を含むこととする。 

21 高速道路等では、規制速度を超過した交通事故の死亡事故率が、規制速度を超過しない
交通事故の死亡事故率の 10.7 倍であるが（資料編 14）、高速道路等の中でも首都高速道路
は 28.3 倍と特に高くなっている。（資料編 15） 

22 道路管理者により決定される、車両の安全な走行に関係する道路の幾何構造の設計の基
礎として用いられる車両の速度 
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ウ 具体的な取組 

(ｱ) 構造適合速度23を基本とする速度規制等の実施 

構造適合速度を基本としつつ、適切な規制区間において、交通事故の発生状況、

騒音･振動などの交通公害の状況、渋滞状況、実勢速度等を勘案して規制速度を設

定する。併せて、｢速度取締り重点路線｣等の予告看板の設置や道路情報板の活用

などにより、運転者へ規制速度の趣旨や速度抑制を促す情報を分かりやすく伝え、

規制速度の遵守を促す。 

 (ｲ) 取締り等 

自動速度取締装置の管理及び運用を推進するとともに、白バイ、交通パトカー

などによる指導取締り、警戒活動等を実施する。 

また、赤色灯を点灯したパトカーをペースメーカーとして走行させることで、

一般車両の安全な走行や規制速度の遵守を図る。 

(ｳ)  広報啓発及び事業者等への働き掛け 

高速道路等における交通事故の特徴や注意点などについてドライバー等に対す

る広報啓発を図るほか、交通関係事業者や安全運転管理者選任事業者等に対する

規制速度を遵守した走行の働き掛けなどにより、実勢速度の低減を図る。 

また、道路管理者等と連携し、高速道路等のサービス・エリア、パーキング・

エリアなどにおける情報発信を強化する。 

  エ 具体的路線 

上記考え方に基づいた取組を行う路線として、別表２に掲げる関越自動車道ほか

23 路線において、交通パトカーなどによる重点的な取締り等を実施する。 

 

４ 速度取締指針の公表 

  本指針に基づき、警察署等の単位で具体的にどのような速度取締りを実施していくか

について、重点的に行う地域・路線、時間帯等を明らかにした速度取締指針を策定し、

これを公表している。 

 

５ その他 

３で例示した地域・路線等以外でも、交通情勢等に応じたランダムな取締りや街頭活

動などを適宜適切に実施するものとする。 

                                                   
23 都道府県公安委員会が規制速度を設定するに際し、道路の地点・区間ごとの各道路構造
要素（曲線半径、片勾配、視距、合成勾配、縦断勾配、車線幅員及び路肩幅員）を基に算
出した速度 
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別表１ 

重点路線一覧表（幹線・準幹線道路） 

路線指定条件（平成２９年から令和元年までの過去３年間） 

① 危険認知速度が規制速度を超過した死亡事故発生路線 

② 危険認知速度が規制速度を超過した交通事故発生路線（死亡事故を除く。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関連する通称道路名 管轄警察署 条件該当

1 国道１号
中央通り、永代通り、日比谷通り、

晴海通り、内堀通り、桜田通り、第二京浜
麹町、丸の内、中央、愛宕、麻布、三田、高輪、大崎、荏原、池上 ②

2 国道４号 中央通り、江戸通り、昭和通り、日光街道 中央、万世橋、上野、下谷、南千住、千住、西新井、竹の塚 ①

3 国道６号 江戸通り、水戸街道、新四つ木橋 中央、久松、蔵前、浅草、本所、向島、葛飾、亀有 ②

4 国道１４号（京葉道路） 京葉道路 久松、本所、城東、小松川 ②

5 国道１５号 中央通り、第一京浜 中央、築地、愛宕、三田、高輪、品川、大井、大森、蒲田 ②

6 国道１６号 東京環状、大和バイパス 南大沢、八王子、昭島、福生、町田 ②

7 国道１７号
中央通り、本郷通り、旧白山通り、

白山通り、中山道
中央、万世橋、本富士、駒込、富坂、巣鴨、滝野川、板橋、志村 ②

8 国道２０号
内堀通り、新宿通り、甲州街道、

日野バイパス

麹町、四谷、新宿、原宿、代々木、高井戸、成城、北沢、調布、三鷹、府中、立川、

日野、八王子、高尾
①

9 国道１４号（千葉街道） 千葉街道 小松川、小岩 ②

10 国道１６号（八王子バイパス） 八王子バイパス 南大沢、八王子 ②

11 国道１７号（新大宮バイパス） 新大宮バイパス 光が丘、高島平 ②

12 国道２０号（八王子南バイパス） 八王子南バイパス 高尾 ②

13 国道１２２号 北本通り 王子、赤羽 ②

14 国道１３０号 東京港道路 三田 ②

15 国道１３１号 産業道路 蒲田、大森 ②

16 国道２４６号 青山通り、玉川通り、国道２４６号 麹町、赤坂、渋谷、目黒、世田谷、玉川、成城、町田 ②

17 国道２５４号 春日通り、川越街道 本富士、富坂、大塚、巣鴨、池袋、板橋、光が丘、高島平 ②

18 国道３５７号 東京湾岸道路 葛西、東京湾岸、大森、東京空港 ②

路線名（全１５０路線）

国道（１８路線）

関連する道路(都・整理番号) 管轄警察署 条件該当

1 目白通り 都８、都２４ 麹町、牛込、大塚、目白、戸塚、野方、練馬、光が丘 ①

2 晴海通り 都３０４、国道１号 丸の内、築地、月島、深川、東京湾岸 ②

3 昭和通り 都３１６、国道４号 愛宕、築地、中央 ②

4 永代通り 都１０、都４０３、国道１号 丸の内、中央、深川、城東 ②

5 靖国通り 都３０２ 久松、万世橋、神田、麹町、牛込、四谷、新宿 ②

6 新大橋通り 都５０ 築地、中央、久松、深川、本所、城東、小松川、葛西 ②

7 海岸通り 都３１６ 築地、愛宕、三田、高輪、品川、大井、大森 ②

8 目黒通り 都３１２ 高輪、大崎、目黒、碑文谷、玉川 ②

9 明治通り
都４１６、都３０５、

都３０７、都３０６、国道１２２号

麻布、渋谷、原宿、四谷、新宿、牛込、戸塚、目白、池袋、滝野川、巣鴨、

王子、尾久、荒川、南千住、下谷、浅草、向島、城東、東京湾岸
①

10 白山通り 都３０１、国道１７号 麹町、丸の内、神田、本富士、富坂 ②

11 内堀通り 都３０１、都４０１、国道１号、国道２０号 丸の内、麹町 ②

12 外苑東通り 都３１９ 麻布、赤坂、四谷、牛込 ②

13 環七通り 都３１８
大森、池上、田園調布、碑文谷、世田谷、北沢、高井戸、杉並、野方、

練馬、板橋、志村、王子、赤羽、西新井、綾瀬、亀有、葛飾、小岩、小松川、葛西
①

14 旧海岸通り 都３１６ 三田、高輪、品川 ②

15 八ツ山通り（新八ッ山橋線） 都３１７ 品川、大崎 ②

16 山手通り 都３１７ 品川、大崎、目黒、渋谷、代々木、新宿、中野、戸塚、目白、板橋 ②

17 中原街道 都２ 大崎、荏原、田園調布 ②

18 多摩堤通り 都１１ 蒲田、池上、田園調布、玉川、成城 ②

19 環八通り 都３１１
東京空港、蒲田、池上、田園調布、玉川、成城、世田谷、高井戸、荻窪、光が丘、

練馬、志村、赤羽
①

20 世田谷通り 都３ 世田谷、成城、調布 ②

21 早稲田通り 都２５、都４３８ 牛込、戸塚、中野、野方、杉並、荻窪 ②

22 方南通り 都４３２、都１４ 新宿、代々木、中野、高井戸 ②

23 青梅街道 都５、国道４１１号 新宿、中野、杉並、荻窪、石神井、田無、小平、東大和、福生、青梅 ①

24 新青梅街道 都４４０、都２４５、都５ 戸塚、野方、荻窪、石神井、田無、小平、東村山、東大和、福生 ①

25 五日市街道 都７ 杉並、高井戸、武蔵野、田無、小金井、小平、立川、福生、五日市 ②

主要地方道（６８路線）
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関連する道路(都・整理番号) 管轄警察署 条件該当

26 人見街道 都１４、都１１０ 高井戸、三鷹、調布、府中 ②

27 新目白通り 都８ 大塚、牛込、目白、戸塚 ②

28 蔵前橋通り 都３１５ 本富士、万世橋、上野、蔵前、本所、城東、小松川、葛飾、小岩 ②

29 言問通り 都３１９ 本富士、下谷、浅草 ②

30 王子金町江戸川線 都３０７ 王子、西新井、綾瀬、亀有 ②

31 富士街道 都８ 光が丘、石神井、田無 ②

32 大泉通り・保谷街道 都２４、都２３３ 光が丘、石神井、田無 ②

33 尾竹橋通り 都３１３、都４６１ 下谷、荒川、尾久、千住、西新井、竹の塚 ②

34 葛西橋通り 都４７５、都１０ 深川、城東、葛西 ②

35 川の手通り（都道３１４号） 都３１４ 浅草、千住、南千住、葛飾、亀有、綾瀬 ②

36 三ツ目通り 都３１９ 東京湾岸、深川、本所 ②

37 柴又街道 都３０７ 亀有、葛飾、小岩、小松川 ②

38 船堀街道 都３０８ 小松川、葛西 ②

39 平和橋通り 都３０８ 綾瀬、葛飾、亀有、小松川 ②

40 奥戸街道 都６０ 葛飾、小岩 ②

41 小曽木街道 都５３、都２８ 青梅 ②

42 成木街道 都５３ 青梅 ②

43 岩蔵街道 都４４ 青梅、福生 ②

44 吉野街道 都４５、国道４１１号 青梅 ②

45 秋川街道 都３１、都３２ 青梅、五日市、八王子 ①

46 檜原街道 都３３ 五日市 ②

47 野猿街道 都１６０、都２０ 八王子、南大沢、多摩中央、日野、府中立川 ②

48 町田街道 都４７、都５６、都１４１ 高尾、南大沢、町田 ①

49 府中街道 都９、都１７、都１６ 多摩中央、府中、小金井、小平、東村山 ②

50 川崎街道 都４１、都９ 日野、多摩中央 ①

51 立川通り 都１６ 立川、小金井、小平 ②

52 奥多摩街道 都２９ 立川、昭島、福生、青梅 ②

53 芋窪街道 都４３ 立川、東大和 ②

54 新奥多摩街道 都２９ 立川、昭島、福生、青梅 ②

55 小金井街道 都１５、都２４ 府中、小金井、小平、田無、東村山 ②

56 鎌倉街道 都１８、都３、都５２ 府中、多摩中央、町田 ②

57 所沢街道 都４、都４０ 田無、東村山 ①

58 志木街道 都４０ 東村山 ②

59 武蔵境通り 都１２ 田無、武蔵野、三鷹、調布 ②

60 鶴川街道 都１９、都１３９、都３ 調布、多摩中央、町田 ②

61 愛宕下通り 都３０１ 愛宕 ②

62 新小金井街道 都２４８ 府中、小金井、小平 ②

63 岩槻街道 都３０７ 亀有 ②

64 尾久橋通り 都５８ 下谷、荒川、滝野川、尾久、西新井、竹の塚 ①

65 清砂大橋通り 都１０、都４５０ 城東、葛西 ②

66 新滝山街道 都４６ 八王子 ②

67 睦橋通り 都７ 福生 ②

68 東八道路 都１４ 三鷹、調布、府中、小金井 ②

関連する道路(都・整理番号) 管轄警察署 条件該当

1 大手町湯島線 都４０３ 丸の内、神田、本富士 ②

2 中央通り 都４３７ 万世橋、上野 ②

3 外堀通り 都４０５ 中央、神田、万世橋、本富士、富坂、牛込、四谷、赤坂、麹町、愛宕、築地 ②

4 佃大橋通り 都４７３ 築地、月島 ②

5 外苑西通り 都４１８ 高輪、渋谷、麻布、赤坂、原宿、四谷 ②

6 白金五反田線 都４１８ 渋谷、高輪、大崎 ②

7 谷町志田町線 都４１５ 麻布、三田、高輪 ②

8 六本木通り 都４１２ 麹町、赤坂、麻布、渋谷 ②

9 池上通り 都４２１ 品川、大井、大森、池上 ②

10 ２６号線通り 都４２０ 荏原、碑文谷 ②

11 自由通り 都４２６ 田園調布、玉川、碑文谷、世田谷 ②

12 荒玉水道道路 都４２８、都１１ 杉並、高井戸、成城 ②

13 吉祥寺通り 都１１７、都１１４、都１１６ 成城、三鷹、武蔵野、石神井 ②

14 駒沢通り 都３０５、都４１６、都３１７ 渋谷、目黒、碑文谷、世田谷、玉川 ②

15 淡島通り 都４２３ 渋谷、目黒、世田谷、北沢 ②

一般都道（６２路線）

主要地方道（６８路線）
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関連する道路(都・整理番号) 管轄警察署 条件該当

16 井の頭通り 都４１３、都１４、都７ 代々木、北沢、高井戸、武蔵野 ①

17 中野通り 都４２０ 北沢、代々木、中野、野方、戸塚 ②

18 大久保通り 都２５、都４３３ 牛込、新宿、中野、杉並 ②

19 職安通り 都３０２ 新宿 ②

20 女子大通り 都１１３ 荻窪、武蔵野 ②

21 旧早稲田通り 都２５ 荻窪、光が丘、石神井 ②

22 不忍通り 都４３７ 大塚、富坂、駒込、本富士、上野 ②

23 春日通り 都４５３ 本富士、上野、蔵前、本所 ②

24 本郷通り 都４５５ 本富士、駒込、巣鴨、滝野川 ②

25 道灌山通り 都４５７ 駒込、下谷、荒川 ②

26 千川通り 都４３９ 練馬、野方、光が丘、荻窪、石神井 ②

27 高島通り 都４４６ 志村、高島平 ①

28 中杉通り 都４２７ 練馬、野方、荻窪、杉並 ②

29 笹目通り 都４４３、都６８ 光が丘、石神井、高島平 ②

30 清洲橋通り 都４７４、都１０ 下谷、蔵前、万世橋、久松、深川、城東 ②

31 吉野通り 都４６４ 浅草、南千住 ②

32 小台通り 都４５８ 尾久、滝野川、西新井 ①

33 旧日光街道 都１０３ 西新井、竹の塚 ②

34 花畑街道 都１０２ 綾瀬、竹の塚 ①

35 新荒川堤防線（都４４９） 都４４９ 城東、小松川、向島、千住、西新井 ②

36 丸八通り 都４７６ 城東、向島 ②

37 番所橋通り 都４７７ 城東 ①

38 墨堤通り 都４６１ 本所、向島、千住 ②

39 清澄通り 都４５３、都４６３ 本所、深川、月島 ②

40 四ツ目通り 都４６５ 本所、深川 ②

41 篠崎街道 都４５１、都４５０ 小岩、小松川、葛西 ②

42 奥多摩周遊道路 都２０６ 青梅、五日市 ②

43 陣馬街道 都５２１ 八王子、高尾 ②

44 高尾街道 都４６ 八王子、高尾 ②

45 芝溝街道 都５７ 町田 ②

46 北野街道 都１７３ 日野、南大沢、高尾 ②

47 連雀通り 都１３４ 三鷹、小金井、小平 ②

48 旧甲州街道（都２５６含む） 都１１９、都２５６ 調布、府中、立川、日野、八王子 ②

49 三鷹通り 都１２１ 調布、三鷹、武蔵野 ②

50 放射２３号 都４１３ 代々木 ②

51 新荒川葛西堤防線（都４５０） 都４５０ 葛西、小松川、葛飾、亀有、西新井 ①

52 尾根幹線 都１９、都１８、都１５６、都１５８、都５０３ 多摩中央、南大沢、町田 ①

53 多摩ニュータウン通り 都１５８ 多摩中央、南大沢 ②

54 成瀬街道 都１４０ 町田 ②

55 山田平井線 都１８５ 五日市 ②

56 東邦医大通り 都１１ 大森、蒲田 ①

57 八王子武蔵村山線 都５９ 八王子、昭島、立川、東大和 ②

58 環二通り 都４８５、都４０５ 東京湾岸、深川、愛宕、赤坂 ②

59 ゆりのき橋通り（都４４９） 都４４９ 小松川、向島 ②

60 平山通り 都１５５ 八王子、南大沢、日野 ②

61 伏見通り 都２３４ 田無、武蔵野 ②

62 松原通り 都１１４ 調布 ②

関連する道路(都・整理番号) 管轄警察署 条件該当

1 臨港道路（港湾道含む） なし 東京湾岸、大井 ①

2 臨港道路（東京ゲートブリッジ） なし 東京湾岸 ①

港湾道（２路線）

一般都道（６２路線）

関連する通称道路名、道路(都・整理番号) 管轄警察署 条件該当

1 鍛冶橋通り 都４０６ 丸の内、中央 ②

2 表参道通り 都４１３ 赤坂、原宿 ②

3 小石川西巣鴨線 都４３６ 富坂、巣鴨 ②

4 音羽通り 都４３５ 大塚、目白、池袋 ②

5 国際通り 都４６２ 蔵前、浅草、下谷 ②

6 天文台通り 都１２３ 調布、三鷹、武蔵野 ②

7 新宿通り（除く国道２０号） なし 四谷、新宿 ②

　※　追加路線（７路線）は、令和２年中の事故統計により、路線指定条件②に該当したため、重点路線として追加指定した
     ものである。

追加路線（７路線）
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別表２ 

重点路線一覧表（高速道路） 

（１）高速自動車国道 

 

路   線   名 区      間 

関 越 自 動 車 道 練馬谷原～鶴ヶ島ＩＣ 

中 央 自 動 車 道 高井戸～大月ＩＣ 

東 名 自 動 車 道 用賀～横浜町田ＩＣ 

東 京 外 環 自 動 車 道 大泉ＪＣＴ～三郷ＩＣ 

 

（２）自動車専用道路 

 

路   線   名 区      間 

第 三 京 浜 道 路 玉川野毛町～神奈川県境  

首 都 高 速 都 心 環 状 線 京橋～(千代田トンネル)～京橋 

首 都 高 速 １ 号 羽 田 線 

浜崎橋ＪＣＴ～羽田ＩＣ（高速神奈川１号横羽線羽田ＩＣ～生

麦ＪＣＴ及び高速神奈川５号大黒線生麦ＪＣＴ～大黒ＪＣＴ

を含む。） 

首 都 高 速 １ 号 上 野 線 江戸橋ＪＣＴ～入谷 

首 都 高 速 ２ 号 目 黒 線 一ノ橋ＪＣＴ～戸越・荏原 

首 都 高 速 ３ 号 渋 谷 線 谷町ＪＣＴ～用賀 

首 都 高 速 ４ 号 新 宿 線 三宅坂ＪＣＴ～高井戸 

首 都 高 速 ５ 号 池 袋 線 竹橋ＪＣＴ～美女木ＪＣＴ 

首 都 高 速 ６ 号 向 島 線 江戸橋ＪＣＴ～堀切ＪＣＴ 

首 都 高 速 ６ 号 三 郷 線 小菅ＪＣＴ～三郷ＩＣ 

首 都 高 速 ７ 号 小 松 川 線 両国ＪＣＴ～谷河内（京葉道路谷河内～千葉南ＩＣを含む。） 

首 都 高 速 ９ 号 深 川 線 箱崎ＪＣＴ～辰巳ＪＣＴ 

首 都 高 速 １ ０ 号 晴 海 線 東雲ＪＣＴ～豊洲 

首 都 高 速 １ １ 号 台 場 線 芝浦ＪＣＴ～有明ＪＣＴ 

東 京 高 速 道 路 ( Ｋ Ｋ 線 ) 新橋～新京橋 

首 都 高 速 湾 岸 線 大黒ＪＣＴ～高谷（東関東自動車道高谷～富里ＩＣを含む。） 

首 都 高 速 中 央 環 状 線 葛西ＪＣＴ～大井ＪＣＴ 

首 都 高 速 川 口 線 江北ＪＣＴ～浦和料金所 

首都圏中央自動車連絡道(圏央道) 海老名ＪＣＴ～鶴ヶ島ＪＣＴ 

首 都 高 速 八 重 洲 線 西銀座ＪＣＴ～神田橋ＪＣＴ 
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